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inhbter bosting と呼ばれるインヒピター力価の急上昇時の病態を、 ADMTS13 動
態を可視化することで解析した。
204 年から 201 年までに当科で、aTP と診断された患者のうち、 PE 開始後2週間で3回
以上ADMTS13 活性及び、インヒピター力価を測定した52 例について臨床情報を追跡し
た。それらを、 PE 療法開始2週間後ADMS13 活性が 10 目以上に回復した32 例と、 10 弘未満
の20 例の2グループロに分けて解析を行った。両グループ。の診断時臨床所見に差は認めら
れなかったが、 ADMTS13 インヒピターは前者が2.5、後者は5. 7BU /ml と有意な差が見ら




の患者血築中ADMTS13 抗原に着目した。我々は、 ADMTS13 とVWF との相互作用解析にア
ガロース・ポリアクリルアミドゲルを用いた等電点電気泳動法 (IEF) をすでに確立して




以上より、 TP 診断時のインヒピター力価によって、 PE 療法に対して難治性であるか
どうかは判定可能であり、その後の治療方針を早期に決定することが可能である。ま
た、 IEF により、治療過程でADMTS13 活性の回復は、病態の完全寛解を示すものではな
いという新たな知見を報告した。
